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　　設立趣旨

　教育機関である大学で、笑いの研究や教育が意義あ
るものとすれば、プロ芸人の養成を目的とするもので
もなければ、娯楽としての寄席芸能を堪能するためで
もなく、ぎくしゃくした人間関係を解きほぐし、コミュ
ニケーションを豊かにするための有力な手段としての
笑わせる能力や技能の分析研究であろう。
　思わず微笑させ、哄笑させる機微やつぼを会得する
ことは、社会人として、また組織人として極めて高等
な総合的な能力に関わっているといえよう。
　「笑

しょう

学
がく

」とは、笑いと知の融合をめざす、総合的な
学問研究であり、冒険的な学への挑戦という意味がこ
の言葉に込められている。
　「笑学研究所」はその研究と活動を通して、まさに、
人生の楽しさと人間の幸福に、また人材の育成に貢献
していきたいと考える。そのような意味から、「笑う
門には福来る」という日本の諺を、本研究所のモットー
にしたい。
　現代の社会変化、国際化のなかで、人とのコミュニ
ケーションや自己表現のための能力は必要不可欠であ
りコミュニケーション力、人間関係能力、プレゼン能
力の育成が大学の教育に要請されている。笑いとユー
モアへの理解、笑いを通したコミュニケーション力の
育成のために、本学の教育プログラムや教育方法に関
する、実践的な研究を進めることこそ、本研究所の大
きな課題である。
　追手門学院大学は文科系の総合大学としての学問的
蓄積を生かし、人類の誇りうる能力であり文化である
笑いを対象にした、総合的な学問研究を発展させる
ことを目的に創立 50 周年事業として、「笑

しょう

学
がく

研究所」
を設置するものである。

笑いと知の融合をめざして
KEYWORD

笑い ユーモア 大阪文化

上方芸能 放送演芸 大阪弁

人間関係 自己表現 コミュニケーション

　　研究テーマ

⑴笑いとコミュニケーション能力の育成
⑵笑いと教育
⑶現代の若者の笑い
⑷グローバル文化としての笑いとユーモア
⑸大阪文化（上方文化）と笑い
⑹放送演芸と笑いの文化

　　主な事業

⑴笑いとユーモアの文化に関する研究
⑵笑いを活用した教育プログラムの研究及び実施
⑶上方芸能に関する研究
⑷上記⑴、⑵、⑶に関する出版事業
⑸‌�上記⑴、⑵、⑶に関する講演会、シンポジウム等の

事業
⑹‌�笑いに関する図書、資料等の収集と提供に関すること

　　事業実績
〈2015 年度〉
◦‌�発足記念シンポジウム（2015.11.26） 
「笑う門には福来る 
－笑いと知の融合をめざして－」

◦‌�第 1 回 公開講座（2016.2.29） 
「笑う門には福来る 
－笑いの効用－」

◦各種研究助成への申請
◦ 2015 年度年報の発行

〈2016 年度〉
◦‌�研究所担当講義課目「笑学入門」 
（2016 年度春学期）

◦‌�第 1 回 研究会（2016.9.4） 
「笑いで繋がる若い世代の光と闇」

◦�公開講座フェスタ 2016 での講演 
（2016.11.9）

◦‌�第 2 回 公開講座（2016.12.22） 
「笑う門には福来る 
－関西の笑い－」

◦‌�第 2 回 研究会（2017.2.16） 
「障がい者と笑い」

◦共同研究
◦「上方芸能」からの蔵書寄付
◦各種研究助成への申請
◦ 2016 年度年報の発行

〈2017 年度〉
◦研究所担当講義課目「笑学入門」（2017 年度春学期）
◦日本笑い学会での研究成果発表（2017.7.16）

� 笑う門には福来る


